
上ノ加江漁業協同組合は、高知県の中西部に位置する中土佐町の太平洋側に所在しています。

上ノ加江漁協
～ みる！さわる！感じる！食べる！体験型活動 ～

平成15年に県の体験型観光推進モデル地域に指定され、県及び中土佐町の支援を受けながら、平成17年
２月に上ノ加江漁協として体験受入準備が整い、今日まで活動を続けています。
参加者募集の呼びかけやモニター団体の募集など、県・町の協力も得ながら取り組んでいます。

 名称 上ノ加江漁協
 所在地 高知県高岡郡中土佐町上ノ加江2574

取組主体
上ノ加江漁協

 構成員 漁協並びに組合員と女性部（漁師の奥さん）
 代表者 組合長 柴田 皓司
 連絡先 上ノ加江漁協
 電話 0889-54-0111
 FAX 0889-54-0112
 HPアドレス http://www4.ocn.ne.jp/~k_gyokyo/

活動の動機・目的

高知県

★

活動の動機 目的

海や陸上で「みる、さわる、感じる」を基本に、漁師さんや女性部の指導により、ロープワークや魚釣り、

豊かな自然の中で身につけた漁業の知識や能力等を、体験を通じて次世代に伝える。また、地域生活

や漁業、魚食についての理解が広がることにより、漁業者自らが自信を持つことができると考え、活動する
ことで地域の活性化に繋がることを夢見て活動をしています。

活動の紹介

高知市内小・中学校の家族80名（小学校30校、中学生５人）が、バス２台で参加。

カニ籠漁業、釣り、カニ洗い、命をいただく様子 (平成24年８月４日(土))

ライフジャケットを装着し、体験
の説明を受ける参加者。

たくさん捕れ
たよ！

カゴ漁業、伊勢エビ漁業などの漁業体験を行います。水揚げした魚を使い、料理体験し命をいただきます。
また、漁師さんから海の知識や生きるための知恵なども学ぶことができます。

いざ、カニ籠の
引き上げに出発！

釣るぞ！

捕れたカニを洗う！

釣るぞ！

稲わら火でカツオのたたきづくり 命をいただきま～す



取組内容

★ 地域関係者との連携

上ノ加江漁協

・ 体験を行う漁場は 権利を有する漁師との話し合いが難航し ２～３年かかったが

★ 体験活動の運営

・ 体験を行う漁場は、権利を有する漁師との話し合いが難航し、２～３年かかったが、
漁協・漁師で合意し確保。
・ 漁業体験の受入、実施そのものに否定的な組合員もいたが、理解のある組合員を中心に開始。

・ 運営主体は、漁協役職員３名（専務理事、職員２名）が行う。
希望する体験内容や参加人数で、当日のスタッフ数（漁師（正組合員60名） ・
女性部（12名））や食事内容を決定。
・ 活動を始めた頃は、漁師が参加者に対する接し方や話し方、指導についても手探りの対応。
経験不足で参加者から苦言もあり 外部講師や運営委員による勉強会等を実施経験不足で参加者から苦言もあり、外部講師や運営委員による勉強会等を実施。
「慣れろ」を基本に取り組み、今ではベテランになり、漁協との一体的な活動。

・ 学校等の行事で団体（大人数）予約が連日となることもあるが、漁業体験してもらうため引き受けている。
(団体は、１日１団体限定)

・ 参加人数が多い時は人手が足りず、非常に忙しいが、漁業体験を通じて自然の
豊かさ、厳しさを知ってもらうことで、魚を食べてもらえる下地が作れると信じ、
上ノ加江の穏やかな海を生かし、漁協役職員３名で危機感と使命感を持って
がむしゃらに活動。

★ 参加費の設定
参加人数で、イベント内容やスタッフの人数、食事内容等を調整し、継続可能な料金。

将来の夢（目標）

・魚卵を持つ親魚や小魚のリリース、 魚の住みやすい漁場、環境づくりも実施。

★ 参加者の集め方
県内は、県・市・町教育関係者によるビラの配布と口コミ。ホームページで参加者を募集。

みんなの声

（参加者）

将来 夢（目標）

今まで以上に多くの方々に知ってもらい、参加し、楽しんでもらいたい。 また、魚食を理解
していただき、次世代に繋ぎ地域の活性化にしたい。平成23年は、年間（65回） 約1,000名
の参加者があったが、将来2,000名にしたい。 「来る者拒まず」 の精神で、出来るだけ多くの
申込者を受け入れている。 上ノ加江漁協組合専務理事：大高 明

（参加者）
・ 釣りは好きだが海は初めて。舟の上は酔いそうであった。また、海に釣りに行く。（中１・男）
・ 釣りは楽しい。我慢がいる。初めてだったからやりたかった。 （小６・女）

・ 漁業体験は初めて、舟の上で漁師から台風や海、自然のことを聞き参考になった。（30代女性（高知市）、小４・男）

・ 舟に乗ることができ楽しかった。カニ漁も釣りも初めて。今後も参加したい。（30代男性（高知市）、小１・男）
・ 是非、今日参加できなかった家族を連れてきたい。 （40代女性（高知市）、小３・男）

・ 高知は食育の発祥地なので力を入れており、本日のバス代は県が補助している。参加者が多くなるので、親子
参加に限定。 電話での参加申込が殺到。 アンケートを取って活動の参考にしている。（高知市PTA事務局）

（スタッフ）

・ 専務の声かけで活動に参加。 釣り始めたら、帰ることを忘れる子どもがいる。（79歳・漁師）
・ 子どもたちの顔や声がとてもよい。銭金でない。人にもよるが、漁に行くかイベントに参加
するかである。（67歳・漁師）
・ 子どもたちの参加前と後では顔の表情が違う。（町観光係）
・ ライフジャケットを装着しているので、安全面では心配ない。台風等の天災が心配。（漁協事務局）


